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検このたびは、本製品をお買い上げいただきありがとう.

ございました。
・ご使用の前に、この取扱説明書をよく読んで正しく安全
にご使用ください。
・お読みになった後も保管してください。
・本機を他人に貸す場合は、取り扱い方法をよく説明し、
取扱説明書をよく読むように指導してください。
改良のため、予告なく仕様を変更する場合があります。
仕様変更などにより、本機のイラストや内容が一部実機
と異なる場合がありますがご了承ください。
乱丁、落丁はお取り換えします。
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家庭用

取り扱いのポイント

・生産時に製品の作動テストを行うため、開梱した.
とき製品内に少量の水が残っていることがあります。

充電式洗浄機ガンタイプ
SJC-1820

取扱説明書（保証書付）
用途
車、家まわりの洗浄

用途以外の目的に使用しないでください

・ 動画の内容は予告なく変更・削除されることがあります。
・ Web通信料金はお客様のご負担となります。

本誌内に掲載の二次元コードから
動画をご覧いただけます。

動画で見る

動画で見る掲載例 サンプル
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各部の名称
同梱されている付属品がすべてそろっているか確認してください。
特に記載の無いものは各１点です。

＜標準付属品表＞

名称・イラスト

18V 2.0Ahバッテリー
（PA-332）

付属品

18V2.0Ah バッテリー
（PA-332）

18V 用急速充電器
（PA-333）

ブレードケース ブレード （350mm）
（本体取り付け済み） （本体取り付け済み）

スイッチレバー

ハンドル

ブレード

プロテクタ

ループハンドル

バッテリー

スイッチハンドル ロック解除ボタン

18V 急速充電器 Ⅱ
（PA-430）

ロングランス

ノ
ズ
ル

扇状ノズル

回転ノズル

給水ホース (6m)

カップリング（本体側）
※フィルター付きパッキン内蔵

ストレーナー

ノズルクリーニングピン

トリガー安全ロック

トリガー

給水口

バッテリーハウジング

バッテリーフタ

バッテリー

ツメ

通気口（両面）
穴を
ふさがないこと

トリガー安全ロックについて

指挟み注意

トリガー

トリガー安全ロックトリガー安全ロック

・ 左から押す→

ロックボタンが引っ込み、トリガー
をにぎれる（噴射できる）状態

ロック解除

ロック・ 右から押す→

ロックボタンが出っ張り、トリガー
をにぎれない（噴射できない）状態

パチッ

パチッ
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パーツのご注文は
パーツは、必ず指定のものをご使用ください。
パーツは購入店または弊社製品お取扱店を通じてご注文いただけます。
また、弊社公式ウェブサイトにてパーツ表、価格をご覧いただけます。

ご注文時のお願い 	部品番号（７～９桁）または機種名・JAN、名称、必要な個数を正しくお伝えください。

 パーツ表・価格  	１）	https://www.koshin-ltd.co.jp へアクセス

	 	 ２）	トップページの「パーツリスト」バナーをクリック

名称 機種名・JAN 備考

18Vバッテリー（2.0Ah）
機種名：PA-332

JAN：4971770-560154
専用充電器：PA-430, 333

18Vバッテリー（2.5Ah）
機種名：PA-380

JAN：4971770-560192
専用充電器：PA-430, 333

18V 急速充電器 Ⅱ
機種名：PA-430.

JAN：4971770-560727
―

主なパーツ
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安全上のご注意
ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。ここに示した注意事項は、
製品を正しくお使いいただき、ご使用になる方や他の人々への危険や損害を未然に防止するためのものです。

■	 表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危険や損害の程度を「危険」「警告」「注意」に区分し、
説明しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

危険 人が死亡、または重傷などを負う可能性が高いと考えられる内容です。

警告 人が死亡、または重傷などを負う可能性が想定される内容です。

注意 人が損傷を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容です。

■	 お守りいただく内容を区分して説明しています。

してはいけない「禁止」の内容です。 必ず守っていただく「実行」の内容です。

■	 その他の表示： 取り扱いのポイント  …正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示してあります。

　　 危険
メンテナンス時以外はノズル先端をの
ぞきこんだり、手や足をかざしたりし
ない
高圧水を目に受けると失明、また手や足に受
けるとケガをするおそれがあります。

ペットや人に使用しない
死亡・ケガの原因になります。

警告
洗浄は自己責任で行う
高圧洗浄により洗浄対象の塗装のはがれ／変
色、損傷、破損などが起こったとき、または
取説に記載の正しい操作方法を守らずケガを
したとき、当社では責任を負いません。

取り付け後、各部を軽く引っ張り、確
実に取り付いていることを確認する
確実に取り付けていないと使用中に各部が外
れ、高圧水が噴出し、ケガの原因になります。

本機に水をかけたり、雨中で使用した
りしない
ショート・感電の原因になります。

体調や気分のすぐれない方や子どもに
使わせたり、幼児の手の届く所で使用
したりしない。
感電・ケガの原因になります。

火気や暖房器具のそば、爆発物や可燃
性のガスの近くで使用しない
火災・事故・ケガの原因になります。

噴射の方向に次のものが無いことを確
認してから作業する
・人や動物　・壊れやすいもの　・不安定
なもの　・通電している電気設備／機械本
体　・火気のあるもの　・高温の粉塵／塊
火災・ケガ・破損・事故の原因になります。
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安全上のご注意

警告
噴射している水に手を当てない
高圧水が噴射しているため、ケガの原因にな
ります。

衣服または履物類の洗浄のために、ノ
ズルを自分自身または他人に向けない
高圧水が噴射しているため、ケガの原因にな
ります。

対象物に損傷が生じるおそれのある場
合は、ノズルから長めに距離をとるな
ど慎重に作業する

発熱・発煙などの異常が発生した場合
は、すみやかに使用を停止する

雨上がりなど足元が滑りやすい場所、
および傾斜地などの不安定な場所では
使用しない
転倒してケガの原因となります。

本機を雨ざらしにしない
感電によるケガ、焼損・発火による火災・本
機の故障のおそれがあります。

点検の際は、バッテリーを本機から取
り外す
本機が誤始動し、ケガの原因になります。

バッテリーを取り付ける際は、トリガー
安全ロックを「ロック」にする
誤ってロック解除およびトリガーをにぎった
状態でバッテリーを取り付けると、不意の始
動により事故の原因になります。

電源プラグに合っていない電源コンセ
ントを使用しない
電源プラグを改造しない
感電の原因になります。

充電器を運ぶときはコードを持たない
電源プラグを抜くときにコードを引っ
張らない
コードを熱、油、角のある所、動くも
のに近づけない
コードが損傷したり、絡まったりして感電の
原因になります。

可燃性の液体・ガス・粉じんのある所
で使用しない
本機から発生する火花が発火や爆発の原因に
なります。

修理技術者以外の人は、取説記載内容
以外の分解や修理 /改造は絶対に行わ
ない
異常動作してケガをするおそれがあります。

取扱方法、作業の仕方、周りの状況な
ど十分注意して慎重に作業する
注意不足が重大な事故の原因になります。

次のときは本機を使用しない
事故の原因になります。
・疲れているとき、身体が不調のとき。
・酒類や薬を飲んで正常な運転操作ができな
いとき。

・夜間の使用や悪天候などで視界が悪いとき。

本機、充電器、バッテリーに幼児・子
どもが触れないよう、隔離措置をして
安全な場所で運転する

子どもには本機を貸さない
本機の取り扱いの知識が不十分な場合、事故
の原因になります。

トリガー部分に指をかけて運ばない
不意に始動してケガの原因になります。

使用しない本機は、安全に保管する
（20 ページ「保管」参照）
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注意
本機の使用中に通気口周辺および排気
に手を触れない
ヤケドの原因となります。

給水ホースは折らない
給水ホースを無理に引っ張らない
給水ホースに異常（深い傷、折れ曲が
りなど）がある場合は使用しない

使用中に本機に物をかぶせない
故障の原因となります。

本機に過度の衝撃を加えない
故障の原因となります。

ノズルなど付属品を付け替えるときは
トリガー安全ロックを「ロック」にする
事故・ケガの原因となります。

壊れやすいものや不安定なものには使
用しない
対象が損傷する原因になります。

へこみやキズが目立つ塗装面には使用
しない
塗装が剥離する原因になります。

ガンのトリガーをひもや針金などで固
定しない
固定したまま噴射してしまうと、急なときに
噴射を停止できず、ケガの原因になります。

安全上のご注意

無理な体勢で作業をしない
足元を安定させ、バランスを保つようにして
ください。

本機を通った水を飲料水として使用し
ない
事故の原因となります。

誤ってぶつけたりしたときは、本機な
どに破損や亀裂、変形がないことを点
検する
破損や亀裂、変形があると、ケガの原因にな
ります。

定期的に休息をとる
本機は機能上、使用時に振動が発生します。
このため、長時間の連続使用は体に負担をか
けることがあります。また、短時間であって
も、ご使用中に指や手、腕、肩などに疲れを
感じる場合があります。

使用前にネジのゆるみや欠落した部品
などがないか確認する
不完全な本機を使用するとケガの原因になり
ます。

充電器およびバッテリーの端子に手を
触れない
感電のおそれがあります。また、充電器およ
びバッテリーが静電気により破損する可能性
があります。

取扱説明書で示す重要な安全指示事項は、起こりうるすべての状態を表しているものではありません。製
品の安全性には十分気を配っておりますが、運転する方や保守をする方も安全に十分な注意・配慮をお願
いします。

・	本機には､ 警告ラベルが貼り付けされています。
・	警告ラベルが見えにくくなった場合や、はがれた
場合にはお買い上げの販売店に注文し、貼りかえ
てください。

警告ラベルのメンテナンス
・	騒音に関しては、法令や各都道府県などの条例で
定める規制がありますので、ご近所などの周囲に
迷惑をかけないようにご使用ください。

騒音防止規制について
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安全上のご注意

本機は、専門家による純正部品だけを用いた修理に
より安全性を維持することができます。修理の知識
や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮し
ないだけではなく、事故やケガのおそれがあります。

・	本機、充電器、バッテリーを分解、修理、改造
はしないでください。発火や異常動作により、
ケガをするおそれがあります。

・	本機の発熱や異常に気づいたときは点検・修理
に出してください。修理は、本誌裏表紙に記載
の「工進修理受付窓口」へご相談ください。

１）	損傷した部品がないか点検してください。不具
合を感じた場合は、すぐにバッテリーを取り外
し、本誌裏表紙に記載の「工進修理受付窓口」
へご相談ください。

・	 使用前に、部品に損傷がないか十分点検し、正
常に作動するか、また所定機能を発揮するか確
認してください。異常がある場合は、使用する
前に修理を行ってください。

・	破損した部品の交換や修理は、取扱説明書に従
ってください。取扱説明書に記載されていない
場合は、本誌裏表紙に記載の「工進修理受付窓
口」へご相談ください。

・	異常・故障時には、直ちに使用を中止してくだ
さい。そのまま使用すると発煙・発火、感電、
ケガの原因になります。
〈異常・故障例〉
・		コードや電源プラグが異常に熱い。
・		コードに深いキズなどの破損や変形がある。
・		コードを動かすと、通電したりしなかったり
する。

・		焦げくさい臭いがする。
・		ビリビリと電気を感じる。
・		電源を入れても動かない。

整備について

その他の注意事項

バッテリー・充電器について

危険
■	 ご使用上の注意
・	水 ･ 海水などでぬらさないでください。異常な
電流、電圧でバッテリーが充電され、発熱、破
裂、発火の原因になります。

・	ストーブなどの熱源のそばに放置しないでくだ
さい。発熱、破裂、発火の原因になります。

・	バッテリーは、本機および指定の充電器専用で
す。指定機器以外の用途に使用すると、 異常な
電流が流れ、バッテリーが破損する可能性があ
り、発熱、破裂、発火の原因になります。

・	バッテリーを分解したり、改造したりしないで
ください。バッテリーが発熱、破裂、発火する
原因になります。

・	バッテリーをご使用の際は、つぎのことを必ず
守ってください。
・バッテリーを火の中に投入したり、加熱したり
しないこと。発熱、破裂、発火の原因になります。

・		強い衝撃を与えたり、改造したりしないこ
と。発熱および発火のおそれがあります。

■	 充電時の注意
・	弊社指定の充電器・バッテリーを使用し、弊社
指定の充電条件を守ってください。その他の充
電条件（指定以外の温度、指定以外の高い電圧
／大きな電流、または改造した充電器など）で
充電しますと、発熱、破裂、発火の原因になり
ます。

・	火のそばや、炎天下駐車の車の中などでの充電
はしないでください。高温になると充電出来な
くなったり、異常な電流や電圧で充電されたり
して、発熱、破裂、発火の原因になります。

２）	正しい付属品やオプション品を使用してくださ
い。本誌および弊社カタログに記載されている
付属品やアフターパーツ、オプションパーツ以
外のものを使用すると、事故やケガの原因にな
ります。
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安全上のご注意

■	 ご使用上の注意
・	電子レンジや高圧容器に入れないでください。
急に加熱されたり、密閉状態が壊れたりして発
熱、破裂、発火の原因になります。

・	バッテリーの使用、充電、保管時の異臭、発熱、
変色、変形、その他、今までと異なることに気
がついた時は、本機あるいは充電器より取り出
し、使用しないでください。バッテリーが発熱、
破裂、発火する原因になります。

・	バッテリーが漏液したり異臭がしたりする時に
は直ちに火気より遠ざけてください。漏液した
電解液に引火し、破裂、発火する原因になります。

・	バッテリーが漏液して液が目に入った時は、こ
すらずに水道水などのきれいな水で十分洗った
後、直ちに医師の治療を受けてください。放置
すると液により、目に障害を与える原因になり
ます。

・	バッテリーを運ぶときは収納するケースの中の
バッテリーが動かないようにしっかりと梱包し
てください。破損や金属端子のショートのおそ
れがあります。

・	本機やコードの接続部、充電端子部に金属類を
さし込まないでください。発煙、発熱、発火し、
感電、ヤケドのおそれがあります。

・	コンセントや配線器具の定格を超える使い方を
しないでください。発火の原因となります。

・	ぬれた手で電源プラグの抜きさしをしないでく
ださい。また電源プラグは根元まで確実にさし
込んでください。感電や発火の原因となります。

■	 取扱いについて
・	充電器のプラグのほこり等は定期的に取り除い
てください。ほこり等がたまるとショートして
発火の原因となります。

・	充電器のコードを傷つけたり、無理に曲げたり、
コードの上に物を載せないでください。コード
が破損やショートするなどで、発煙、発熱、発
火し、感電、ヤケドの原因となります。

警告

注意

警告
・	本機、バッテリー、充電器は、乳幼児・子供の
手の届かないところに置いてください。不用意
な取扱いをすると危険が伴います。

■	 充電時の注意
・	充電時、所定の充電時間を超えても充電が完了
しない場合は、 充電を停止してください。バッ
テリーが発熱、破裂、発火する原因になるおそ
れがあります。

・	この充電器はリチウムイオンバッテリー専用で
す。バッテリーを充電する以外の用途には使用
しないでください。充電器が発煙、発熱、発火し、
感電、ヤケドの原因になるおそれがあります。

・	必ず指定された電源を使用してください。他の
電源で使用すると、充電器に過大電圧が加わっ
たり過大電流が流れたり、バッテリーの漏液、
発熱、破裂、発火や、本機が発煙、発熱、発火
し、感電、ヤケドの原因となります。

■	 充電時の注意
・	バッテリーの充電中に、可燃物を上に載せたり、
覆ったりしないでください。バッテリーを発熱、
破裂、発火させるおそれがあります。

■	 取扱いについて
・	バッテリーが漏液して液が皮膚や衣服に付着し
た場合には、直ちに水道水などのきれいな水で
洗い流してください。皮膚がかぶれたりする原
因になるおそれがあります。

・	直射日光の当たる場所、炎天下駐車の車内など、
高い温度になる場所に放置しないでください。
バッテリーを漏液させる原因になるおそれがあ
ります。

・	バッテリー端子に手や金属製工具などで触れな
いでください。静電気によりバッテリーが破損
するおそれがあります。

・	充電器の電源プラグを抜くときは、必ず先端の
電源プラグを持って引き抜いてください。コー
ドを持って電源プラグを抜くと、コードがショ
ートし発火や感電の原因になるおそれがありま
す。
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安全上のご注意

■	 取扱いについて
・	湿気やほこりの多い場所では使用または保管し
ないでください。発煙、発熱、発火し、感電、
ヤケドの原因になるおそれがあります。

・	使用時以外は、電源プラグをコンセントから抜
いてください。絶縁劣化による漏電、発火、感
電の原因になるおそれがあります。

・	電源プラグや充電端子部に、金属製のピンやご
みを付着させないでください。ショートによっ
て発煙、発熱、発火し、感電、ヤケドのおそれ
があります。

・	充電器が異常と思われたときには、ただちに電
源プラグをコンセントから抜いてください。発
煙、発熱、発火し、感電、ヤケドのおそれがあ
ります。

・	充電器の上に物を載せたり、落下しやすいとこ
ろに置いたりしないでください。充電器が外部
の力や衝撃で内部回路が破損し、使用時に発煙、
発熱、発火し、感電、ヤケドのおそれがあります。

取り扱いのポイント

・	取扱説明書に記載している充電時間以上の長時間
の充電をしないでください。

・	バッテリーを長期間使用しない場合は、機器から
外して湿気の少ないところに保管してください。
機器に接続したままや湿気の多いところに保管し
ないでください。

・	使用後は必ず本機のスイッチを切ってください。
また、充電完了後は、充電器からコンセントを抜
いてください。

・	長期間ご使用にならなかったバッテリーは十分に
充電されないことがあります。バッテリーは長期
間使用しない場合でも、1年に１度は充電してく
ださい。

・	バッテリー端子が汚れたら乾いた布で拭き、端子
をきれいにしてからご使用ください。機器との接
触が悪いと、電源が切れたり充電されなくなった
りすることがあります。

・	バッテリーからの異臭や液漏れがないかを定期的
に確認してください。

注意 ■	 バッテリーの寿命について
・	バッテリーには寿命があります。機器の使用時
間が短くなった時は、新しいバッテリーとお取
り替えください。

■	 延長コードについて
延長コードを使用する時は、十分な太さのコー
ドをできるだけ短くお使いください。

〈使用できる延長コードの目安〉

太さ.
（導体公称断面積） 長さ

2.0mm2 30mまで
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ご使用になる前に
充電について

取り扱いのポイント

・	バッテリーの温度が適切でないと充電ができないこ
とがあります。バッテリーが高温の場合は、風通し
の良い日陰などに置いていったん冷ましてください。

・	充電中にバッテリーや充電器が温かくなりますが、
異常ではありません。

お買い上げ時や長期間充電しなかった場合は、ご
使用前に満充電になるまで正しく充電してくださ
い。バッテリーがすでに満充電のときは、充電器の
ランプは赤点灯（充電中）にならず緑点灯（満充電）
のままです（次ページ参照）。

・	本機の力が弱くなってきたと感じたら使用を中止
し、充電してください。

・	満充電したバッテリーを再度充電しないでくださ
い。

・	充電は使用環境温度5～40℃の範囲で行ってく
ださい。

・	長期間ご使用にならない場合、バッテリーは充電
してから保管することをおすすめします。

バッテリーを長持ちさせるには

使用済みバッテリーはリサイクルのため回収してい
ます※。本誌裏表紙に記載の「お客様相談窓口」ま
でお問い合わせください。	 .
※工進商品のバッテリーに限ります

リチウムイオンバッテリーは	
リサイクルへ

バッテリーの回収について

本機および充電器を廃棄するとき、バッ
テリーを取り付けたまま一般家庭ゴミと
して廃棄しない

注意

バッテリー・
充電器の
豆知識

バッテリーの寿命について

・	バッテリーは充放電を繰り返すと次第に容量が少なくなり、交換が必要になります。これは
バッテリーの特性によるものであり、故障ではありません。満充電後も作業できる時間が.
短くなるようであれば、バッテリーを交換してください。

・	リチウムイオンバッテリーは、メモリー効果（継ぎ足し充電を繰り返すと、バッテリー残量
が見かけ上、低下する現象）がないため、タイミングを気にすることなく、いつでも継ぎ.
足し充電ができます。

・	寒い環境ではバッテリーの容量が少なくなり、作業時間が短くなることがあります。暖かく
なる（バッテリーが適温になる）と回復します。

・	バッテリーは使用しなくても自然に放電します。自然に放電した分は、使用前に充電すれば
回復します。
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ご使用になる前に

充電のしかた

１）	DCプラグをアダプターにさし込む。

２）	充電器の電源プラグをコンセントにさし込む。
充電器のランプが緑点灯します。

３）	バッテリーをアダプターに取り付ける。
充電器のランプが赤点灯に変わり、充電開始をお知ら
せします。

ランプが赤点灯から緑点灯に変われば充電完了です。

４）	充電が完了したら、バッテリーをアダプターか
ら取り外す。
バッテリーのボタンを押しながら取り外してください。

５）	コンセントから充電器の電源プラグを抜く。

〈バッテリーの残量表示ランプの見かた〉

ボタン

残量表示ランプ

DC プラグ

アダプター
１）

２）

5）

３） 4）

電源プラグ

ランプ

充電器

バッテリー

家庭用電源
コンセント

（AC 100V）

※充電完了後、バッテリーはアダプターから取り外して
　ご使用ください。

〈充電器のランプの見かた〉
充電器 状態

 緑点灯 充電していない

 赤点灯 充電中

バッテリーの残量確認ボタンを押している間、
バッテリー残量に応じてランプが白点灯します。

残量表示ランプ
状態

 点灯　  消灯

２～３個点灯 使用可能
注1）�バッテリーが高温（暑い自動車内に保管したときなど）の.

場合、残量があっても動作しないことがあります
	� 風通しの良い日陰などに置いてバッテリーを冷ましてくだ

さい
注2）�残量確認ボタンを押しても残量表示ランプが点灯しない.

ときは、故障が考えられます
	� 本誌裏表紙に記載の「工進修理受付窓口」へご相談ください

１個点灯 充電が
必要です

消灯 使用不可

～
残量確認
ボタン

残量表示
ランプ

注1）�充電器のランプが緑点灯から赤点灯に変わらないときは、すでに満充電の
可能性があります

	 バッテリーの残量確認ボタンを押し、バッテリー残量を確認してください。
注2）�バッテリーが高温（使用直後や、暑い自動車内に保管したときなど）の場合、

充電できないことがあります
	 風通しの良い日陰などに置いてバッテリーを冷ましてください
注3）�充電器のランプが点灯しないときは、充電器の故障が考えられます
	 本誌裏表紙に記載の「工進修理受付窓口」へご相談ください
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ご使用になる前に

１）	バッテリーフタのツメを外し、バッテリーフタ
を開ける。

２）バッテリーをカチッと音がするまで押し込む。

１）	バッテリーフタのツメを外し、バッテリーフタ
を開ける。

２）バッテリーのボタンを押し、バッテリーを取
り外す。

	 バッテリーがバネの力で軽く飛び出します。	

バッテリーの取り付け方

バッテリーの取り外し方

警告
バッテリーは本機に確実にしっかり取り
付ける

バッテリーフタを閉めツメは必ずかける
バッテリーが水にぬれると発熱、破裂、発火の原
因になります。

２）バッテリーフタを閉めてツメをかける。

バッテリー
ハウジング

バッテリーフタ

バッテリー

ツメ

カチッ

バッテリーフタ

バッテリー

ボタン

ツメ

3）	 バッテリーフタを閉めてツメをかける。

バッテリーフタ

ツメ

バッテリーの取り付け・取り外し

バッテリーを本機に取り付ける前に
充電器のアダプターを
バッテリーから
取り外してください。

充電器のアダプターを取り外さないと
バッテリーを本機に
取り付けることができません。

充電器の
アダプター

充電器の
アダプター

バッテリー

➀ 押しながら
➁ 取り外す

動画で見る
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１）	バッテリーを取り外す。
バッテリーを取り付けたまま運搬すると、本機が不用
意に作動したり、バッテリーの破損や金属端子がショ
ートしたりする原因となります。

取り外したバッテリーおよび本機、充電器の取り扱い
は次を守ってください。

運搬する場合には
本機を車両などで運搬する場合には、次のことを必ず守ってください。

危険

強い衝撃を与えない
水にぬらさない
炎天下の車中など高温になるところ、
火気のそば、直射日光の当たるところ
に長時間放置しない

２）	バッテリーおよび本機、充電器が落下、転倒、
破損などしないような場所を選んで積載する。

警告

ボルト、針金、金属工具などがバッテ
リーおよび本機、充電器に触れないよ
うにする
一緒に持ち運ぶなどするとバッテリーがシ
ョートし、発熱、破裂、発火のおそれがあ
ります。

バッテリーが漏液して液が目に入った
ときは、こすらず水道水などのきれい
な水で十分洗った後、直ちに医師の治
療を受ける
放置すると液により、目に障害を与える原
因になります。

注意

バッテリーが漏液して液が皮膚や衣服
に付着したときは、直ちに水道水など
のきれいな水で洗い流す
皮膚がかぶれるなどのおそれがあります。

警告

本機を車に積んだまま長時間悪路を走行
しない
本機が転倒し、思わぬ事故の原因となります。
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各部の接続

１）	次のものを用意する。
・	 ワンタッチカップリング接続用の口金（市販）

・	（必要な場合）市販の口金、ホースリール（耐圧）

２）	給水ホースからストレーナーを取り外す

３）水道蛇口に給水ホースを取り付ける

４）ガンの給水口にカップリング（本体側）を取り
付ける

５）ガンにロングランスを取り付ける
（16ページ「長さの調節」参照）

６）ロングランスにノズルを取り付ける
（16ページ「ノズルについて」参照）

水道蛇口を使用する場合

水道蛇口

ワンタッチカップ
リング接続用の
口金（市販）

給水ホース（付属）

ワンタッチ
カップリング

ワンタッチカップリング

給水口

ガン（本体）

ロングランス

回転ノズル

扇状ノズル

どちらか一方を
選択して取り付ける

カップリング（本体側）
ねじ込む
カップリング（本体側）
ねじ込む

ストレーナー

カチッと音が
するまで押し
込む

ストレーナーを
取り外す

カチッと音がするまで
押し込む

カチッ

カチッ

出っ張り

溝（みぞ）
ロングランスとノズルを取り付ける

完成図

押し込みながら回す出っ張りを溝に合わせる

（すき間なし）

・	ノズルはどちらかを必ず取り付け
てください。正常に噴霧しません。

取り扱いのポイント

ホースについて

市販のホースを使用するときは、糸や針金入りの
耐圧タイプのものにしてください。

また、蛇口に接続するときは、蛇口とホースに合
ったホースバンド、またはワンタッチカップリン
グと接続用の口金をご用意ください。

内径：12～15mm

外径：21mmまで

市販の
耐圧（糸や針金入り）
水道ホース

動画で見る



15

は
じ
め
に

そ
の
他

準
備

使
用
方
法

保
守
・
点
検

２）	水をためた容器にストレーナーを沈める

３）ガンの給水口にカップリング（本体側）を取り
付ける

４）ガンにロングランスを取り付ける
（16ページ「長さの調節」参照）

５）ロングランスにノズルを取り付ける
（16ページ「ノズルについて」参照）

警告

ホースなど、各部が破損していないこ
とを確認する

給水ホースを敷砂利など、でこぼこし
た地面の上にはわせるときは、ホース
を傷つけないようゆっくり動かす

給水ホースは折れないよう、まっすぐ
に伸ばす

取り付け後、各部を軽く引っ張り、確
実に取り付けられていることを確認す
る
使用中に各部が外れ、高圧水が噴出し、ケ
ガの原因になります。

ためた清水を使用する場合

各部の接続

１）	次のものを用意する。
・	 水道水

・	 水をためる容器

・	（必要な場合）市販のホースリール（耐圧）

給水ホース（付属）

フロート ワンタッチカップリング

給水口

ガン（本体）

カップリング（本体側）
ねじ込む
カップリング（本体側）
ねじ込む

ストレーナー

ロングランス

回転ノズル

扇状ノズル

どちらか一方を
選択して取り付ける

カチッと音がするまで
押し込む

ストレーナーが水中にしっかり沈んでいることを確認してください。

カチッ

出っ張り

溝（みぞ）
ロングランスとノズルを取り付ける

ホースの
一番高い
ところから
1m下まで
自吸可能

完成図

押し込みながら回す出っ張りを溝に合わせる

（すき間なし）

・	ノズルはどちらかを必ず取り付け
てください。正常に噴霧しません。

取り扱いのポイント
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・	回転ノズル：	.
水が回転しながら噴射されるため、洗浄効率が.
アップします。

・	扇状ノズル：	.
広い範囲を洗浄することができます（噴射範囲の
変更はできません）

ノズルについて

警告

洗浄は慎重に行う
回転ノズルは強力です。洗浄対象の目立たない
ところで洗浄を試し、洗浄対象の破損、塗装の
はがれなどの問題がないことを確認してから本
格的に洗浄作業を始めてください。

各部の接続

長さの調節

ロングランスを取り付け、または取り外しする.
ことで、長さを2通りに変えることができます。

ロングランス ノズル

約 80cm

約 50cm

ロング
ランス
有り

ロング
ランス
無し

・ロングランス無し：
 せまいところの洗浄に 

・ロングランス有り：
 高いところや低いところの洗浄に
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前項「各部の接続」の「水道蛇口を使用する場合」
または「ためた水道水を使用する場合」のいずれ
かを行ってから、次を行ってください。

洗浄作業をする

噴射直後はホースの中に空気がたまっているため、水
は徐々に出てきます。トリガーをにぎって30秒ぐら
いで水が安定して噴射します。

洗浄をする

１）	水道蛇口から給水する場合、水道蛇口を開く。	
水もれや、蛇口の開きすぎによる異常な振動がないか
確認してください。

２）	次を確認する。
・	 噴射の方向に人、動物、壊れやすいもの、不安定な
もの、通電している電気設備・機械本機がないか

・	 給水ホースが折れ曲がったり、つぶれたりしていな
いか

３）	バッテリーフタが閉まり、ツメがかかっている
ことを確認する。

４）	トリガー安全ロックを左から押して、「ロック
解除」にする。

５）	ガンを両手でしっかりと持ち、ノズル先端を地
面に向け、トリガーをにぎって噴射する。

噴射している水に絶対に手を当てない
噴霧は高圧なため、ケガの原因になります。

警告

危険

ノズル先端をのぞきこんだり、手や足を
かざしたりしない
高圧水を目に受けると失明、また手や足に受ける
とケガをするおそれがあります。

ペットや人に使用しない
死亡・ケガの原因になります。

広範囲に水が飛び散るため、保護めがね、
ゴム手袋や、ぬれても良い服など作業に
適した服装で作業を行う

警告
バッテリー取り付け後は必ずバッテ
リーフタを閉めてツメをかける
バッテリーが水にぬれると発熱、破裂、発
火の原因となります。
なお使用中、バッテリーフタが結露により
くもることがありますが、使用には差し支
えありません。

バッテリーフタ

ツメ

トリガー安全ロック

カップリング
(本体側 )

ロック解除

通気口（両面）
穴をふさがない

注意

使用中は通気口をふさがない
ヤケドや本機の故障の原因になります。

・	カップリング（本体側）を持たないでくださ
い。ホースに負荷がかかり、噴霧しにくくな
ることがあります。

取り扱いのポイント



18

洗浄をする

警告

警告

必ず次の手順を行う
高圧がかかったまま本機を放置すると、不用意に
高圧水が噴射するなどして事故の原因となります。

洗浄は少しずつ試す
本機の高圧洗浄は強力です（特に回転ノズ
ルを使用した場合）。洗浄対象の目立たない
ところで洗浄を試し、洗浄対象の破損、塗
装のはがれなど問題がないことを確認して
から本格的に洗浄作業を始めてください。

１）	水道蛇口を閉める、またはため水からホースを
出す。
水の供給を止めます。

２）	トリガーを約10秒にぎり、噴射する。
噴射が徐々に弱まり、本機から圧力が抜けたことを確
認してください。

３）	トリガー安全ロックを「ロック」にする。

洗浄作業を一時中断または停止する

７）	洗浄対象の目立たないところで洗浄を試し、問
題がないことを確認する。
噴射水は一定の箇所に当てず、ノズルを上下または前
後左右に動かして洗浄作業を行ってください。

８）	洗浄作業を行う。
洗浄対象からノズル先端までの距離は約30～ 10cm
を目安にしてください。

１）	市販の中性洗剤を次の通り希釈する。
・	 そのまま使用するタイプの中性洗剤：.
希釈倍率＝10倍以上

　　溶かす例）

・	 カーシャンプー：.
製品の指示どおりの希釈倍率

・	 濃縮タイプの中性洗剤：.
製品の指示通りに希釈したあと、さらに10倍以上

水道水９（以上）：中性洗剤1

・	希釈の割合が正しくない（洗剤が濃い）と目
づまりなど故障の原因となります。

・	洗剤を使用したあとは必ず洗剤を含まない水
道水を噴射し、本機内の洗剤を洗い流してく
ださい。洗剤が本機内に残ると故障の原因と
なります。

・	本機を十分に冷まして温度が下がってから使
用してください。

取り扱いのポイント

取り扱いのポイント

取り扱いのポイント

容器にためた水を使用する場合（15 ページ参
照）、水の中に中性洗剤を溶かすことで洗剤を使用
して洗浄を行うことができます。

洗剤を使用するときは溶かす割合（希釈倍率）を
守り、また使用後は水道水のみを使用したときよ
りも念入りに本機を洗浄してください。

洗剤を使用するときは

２）	洗剤を使用したあとは、洗剤を使用した時間と
同じぶんだけ、洗剤を含まない水道水を使用し
て噴射を行う。

６）	洗浄対象からノズル先端までの距離を確認する。
最初は約30cmの距離にしてください。

警告
車を洗浄するときは洗浄対象からノズ
ル先端までの距離を長めにとる
距離が近すぎるとタイヤ、タイヤバルブ、 ボ
ディなどを損傷したり、塗装がはがれたり
する可能性があります。

車の足まわりなどの洗浄時は、グリス
塗布部分に直接噴射しない

連続使用について

目安として、満充電のバッテリーを1回使い切る
毎に、20分程度の休憩をとってください。その際、
本機とバッテリーは日陰に置き冷ましてください。
熱による本機とバッテリーへのダメージを防ぎま
す。



19

は
じ
め
に

そ
の
他

準
備

使
用
方
法

保
守
・
点
検

使用後は
使用後の手入れ ６）	本機からバッテリーを取り外し、バッテリーフ

タを閉じツメをかける。	

４）	ホース、ガン、ロングランス、ノズルに残って
いる水を抜く。

３）	本機からノズルとロングランスを取り外す。
ノズルまたはロングランスを押し込みながら、取り付
けのときとは逆に回して引き抜いてください。

８）	本機を傾けて、給水口から内部の水を出す。

７）	カップリング（本体側）を外し、水洗いする。
内側にフィルター付きパッキンが入っています。無く
さないようにしてください。

次の場合は保証の対象外となります。
・凍結による破損
	 水抜きを必ず行ってください。特に長期保管
時は念入りに行ってください。

・空運転（水の無い状態での運転）による故障
	 1分以上の空運転はしないでください。

取り扱いのポイント

警告

18 ページ「洗浄作業を一時中断また
は停止する」を行ってから、次の内容を
行う
給水ホースを外したとき水が噴き出します。

５）	トリガー安全ロックを右から押して、「ロック」
にする。

給水ホース

カプラー

①

②

トリガーをにぎる
（約10秒）

下に向ける
凍結
対策

給水口
凍結
対策

カップリング
（本体側）

フィルター
付きパッキン

１）	ノズルクリーニングピンを用意する。

２）	給水ホースのカプラーを引き、給水ホースを取
り外す。
圧力がかかる部分のため、取り外しに力が必要です。

警告
バッテリーは必ず取り外す
思わぬ事故の原因となります。

バッテリー、充電器はぬらさない
発火または故障のおそれがあります。
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保管
１）	前項の「使用後の手入れ」をすべて行う。

２）	バッテリーが本機から外れていることを確認す
る。

3）本機、バッテリー、充電器ともに次のような場
所を避けて保管する。
・	乳幼児、子供の手の届く所や簡単に持ち出せる所
・	熱源のそばや、真夏の閉め切った自動車内など高温
になる所

・	湿気の多い所
・	温度や湿度の急変する所
・	直射日光の当たる所
・	揮発性物質の置いてある所

バッテリー保護のため、バッテリーを充電してか
ら保管してください。また、その後も1年に1回
は充電してください。

長期保管のときは

・	ベンジン、シンナー、アルコールなどは使用
しないでください。
	 変色、変形、ひび割れの原因になります。

取り扱いのポイント

11）		乾いた布で拭くなどして、全体を乾かす。
次の箇所は特に念入りに行ってください。

・	 金属部…使用後すぐに布で拭くなどして乾かす

・	 カップリング（本体側）…中のフィルター付きパッ
キンもしっかりと乾かす

10）		ストレーナーを使用した場合は分解し、清掃
をする。
清掃後は各部品の向きを間違えないように元通り取り
付けてください。

ストレーナー
カップ

ス
ト
レ
ー
ナ
ー

ストレーナー
ジョイント

パッキン

ストレーナー
カップリング

Oリング

凸部がある方が
ストレーナー
ジョイント側

使用後は

ノズルクリーニングピン

９）	ノズルクリーニングピンでノズルを清掃する。
清掃をしないと水道水に含まれているミネラルが固ま
り目詰まりします。目詰まりしたノズルを使用すると
故障の原因となります。

12）		バッテリーを充電する。
洗浄作業終了直後はバッテリーが熱く、充電ができな
いことがあります。バッテリーを冷ましてから充電し
てください（水をかけて冷やさないでください）。

注意

本機を立てて保管しない
故障の原因になります。
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「故障かな？」と思ったら（故障と処置）
ご自分で分解・修理は絶対にしないでください。点検・修理は本誌裏表紙に記載の「工進修理受付窓口」へご依頼ください。
★：お問合せの多い項目

★各種ランプの見かた 充電器およびバッテリー 11 ページ

トラブルの症状 考えられる原因 対策 参照ページ数

充電ができない：
充電器のランプが、
緑点灯から赤点灯に
切り替わらない

★本機またはバッテリーの温度が高
い（使用状況、または炎天下の自
動車内に保管したことなどによる）

本機またはバッテリーを風通しの
良い日陰に置くなどして冷ます
（水にぬらさない）。

11 

バッテリーが充電器の奥までしっ
かりさし込まれていない 奥までしっかりさし込む。 11 

充電ができない：
充電器のランプが
消灯のまま

充電器のプラグが奥までしっかり
さし込まれていない 奥までしっかりさし込む。 11 

バッテリーまたは充電器が破損し
ている ※

お客様では修理せずに、本誌裏表
紙に記載の「工進修理受付窓口」
へ点検をご依頼ください。

11 

充電に時間がかかる
バッテリーの温度が低い

バッテリー温度が低いと充電しに
くいことがあるため、充電は使用
環境温度が5～40℃の範囲で行う。
（推奨：10～30℃）

10 

バッテリー残量がとても少ない そのまま充電を続ける。 ー

満充電しても
バッテリー残量が
いつもより早くなくなる

気温が低く、バッテリーの温度が
低すぎる

バッテリーを使用環境温度が5～
40℃の室内にしばらく放置する。
（推奨：10～30℃） 10 

充放電を繰り返し、バッテリーが
劣化した

新しいバッテリーに交換する
（バッテリーの寿命）。

トリガーをにぎっても
ポンプが動かない
（本機が動かない）

バッテリー残量が少ない 充電を行う。 11 

バッテリーが取り付けられていない バッテリーを確実に取り付ける

ー★本機またはバッテリーの温度が高
い（使用状況、または炎天下の自
動車内に保管したことなどによる）

本機またはバッテリーを風通しの
良い日陰に置くなどして冷ます
（水にぬらさない）。

トリガーをにぎれない（トリガー
安全ロックが「ロック」になって
いる）

トリガー安全ロックを「ロック解
除」にする。 2 

充放電を繰り返し、バッテリーが
劣化した

新しいバッテリーに交換する（バ
ッテリーの寿命）。 10 

部品（モーター、スイッチなど）
が故障している

お客様では修理せずに、本誌裏表
紙に記載の「工進修理受付窓口」
へ点検をご依頼ください。

ー

※	 破損の原因になる例	
		  炎天下の自動車内など、著しい高温または低温にさらした /金属などが端子にふれた /水または火、揮発性の物質などにふ
れた /落下による衝撃 /液もれなど。
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「故障かな？」と思ったら（故障と処置）

ご自分で分解・修理は絶対にしないでください。点検・修理は本誌裏表紙に記載の「工進修理受付窓口」へご依頼ください。
★：お問合せの多い項目

トラブルの症状 考えられる原因 対策 参照ページ数

トリガーをにぎっても
ガンから水が出ないが、
モーター音はしている
（ポンプは動いている）

水道蛇口から給水のとき：
水道蛇口が開かれていないか、
開き足りない（給水量が少ない）

水道蛇口を徐々に開く。
ただし、開きすぎると給水ホースや
本機に異常な振動が発生し、故障の
原因となります。様子を見ながら、
蛇口の開き具合を調節してください。

ー

ため水から給水のとき：
★最大自吸高さを超えている 最大自吸高さ内にする。 15 

給水ホースが折れている、押しつ
ぶされている

給水ホースをまっすぐにして、水
が通るようにする。

ー
ホースや本機内に空気が入ってい
る（エアーロック）

本機、ホース、ノズルなど本機内
部から水を抜き接続からやり直す。

★ノズルが目詰まりしている ノズルクリーニングピンでノズル
を清掃する。 20 

ワンタッチカップリングの接続が
不十分である

ワンタッチカップリングをカップリング
（本体側）に、合わせ目のすき間が
なくなるまでしっかりさし込む。

ー

カップリング（本体側）のフィル
ターが目詰まりしている フィルターを清掃してください。 20 

バッテリー残量がとても少ない 充電する。 11 

トリガー安全ロックの.
ロックボタンが動かない

トリガーが途中で止まっている
（戻りきっていない）

トリガーを手で引き出してから
ロックボタンを押す。 ー

水圧が低いまたは
一定でない

★ノズルが目詰まりしている ノズルクリーニングピンでノズル
の清掃をする。 20 

カップリング（本体側）のフィル
ター付きパッキンまたはストレー
ナーが目詰まりしている

カップリング（本体側）、ストレー
ナーを清掃をする。 20 

各部が正しく接続されていない 正しく接続する。また、接続部にゴ
ミがはさまっている場合は取り除く。 14 、15 　　　　

ガン、ロングランス、ホースが破
損し水もれしている お客様では修理せずに、本誌裏表

紙に記載の「工進修理受付窓口」
へ点検をご依頼ください。

ー
本機（ポンプ）から
水もれしている

お湯を使用している 給水許容温度を守る。 23 

水道蛇口から給水のとき：
水道蛇口を開き足りない（給水量
が少ない）

水道蛇口を徐々に開く。
ただし、開きすぎると給水ホースや
本機に異常な振動が発生し、故障の
原因となります。様子を見ながら、
蛇口の開き具合を調節してください。

ー

ため水から給水のとき：
ため水（バケツなど）の水面から
ストレーナーおよび給水ホースが
浮いている

ストレーナーおよび給水ホースを
水中に沈める。 15 

使用中に本機（ポンプ）
から水もれする

お客様では修理せずに、本誌裏表紙に記載の「工進修理受付窓口」へ点
検をご依頼ください。 ー
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主な仕様
主な仕様

基本情報

機種名 SJC-1820
製品名 充電式洗浄機　ガンタイプ
用途 車、家まわりの洗浄
使用可能液 ※1 水道水
使用可能洗剤 ※2 中性洗剤
給水許容温度 5～50 ℃
防水性能 IPX3

寸法、重量
本体サイズ 全幅×奥行×全高 365 × 90 × 262 mm
給水ホース 長さ 6 m
乾燥重量 ※3 2.4 kg

洗浄機

最大吐出水量 120 L/h

常用圧力
扇状ノズル 2.2 MPa
回転ノズル 2.1 MPa

★定格使用時間 ※４
扇状ノズル 約13分
回転ノズル 約14分

最大自吸高さ 1 m
消費電力 200 W
騒音値 74 dB

動力
モーター ブラシモーター
定格電圧 DC 18 V

バッテリー
機種 PA-332
製品 18Vバッテリー（2.0 Ah）
種類 リチウムイオンバッテリー
★充電時間 ※5 約 60 分

充電器
機種名 PA-430
製品名 18V 急速充電器 Ⅱ
入力電圧 ※6 AC 100 V
入力周波数 50 - 60 Hz
入力電力 50 W
出力電圧 DC 21.5 V
出力電流 DC 2.0 A
使用環境温度 5～ 40 ℃

★部分は【PA-332】18Vバッテリー（2.0 Ah）
（標準付属）を使用した場合の数値です。
【PA-380】18Vバッテリー（2.5 Ah）を使用し
た場合は次のようになります。
定格使用時間：
　扇状ノズル…約16分、回転ノズル…約17分
充電時間：約75分

※１　使用可能液以外は使用しないでください。
　　　使用不可液体例：雨水、井戸水、海水、農薬、消毒液、灯油、有機溶剤　など
※２　・水道水で希釈して使用してください（詳細は18 ページ参照）
　　　・使用可能洗剤以外は使用しないでください。
　　　　使用不可洗剤例：石けん、クレンザー（みがき粉）、酸性 /アルカリ性洗剤、塩素系カビ取り剤　など
※３　バッテリーなど付属品含む。
※４　気温など、使用状況により異なります。
※５　気温やバッテリーの充電残量などにより異なります。特に長期保管後は長くなる事があります。
※６　昇圧器などのトランス類を使用したり、直流電源やエンジン発電機では使用したりしないでください。
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見本
保　証　書

この保証書は本書に明記した期間、条件のもとにおいて、下記記載内容で無償修理をお約束するものです。なお、本書によって
お客様の法律上の権利が制限されるものではありません。
保証期間内に取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書きにしたがった正常なご使用状態で故障した場合には、本記載内容に
基づき無償修理いたします。製品と本書、レシート（販売証明書）をご準備のうえ「工進修理受付窓口」へご相談ください。

※に記入のない場合は無効になりますので必ずご確認ください。

レシート（販売証明書）と
共に保管してください

pump@koshin-ltd.co.jp

平日： 9:00～17:00

平日： 9:00～17:00

Eメール

Q&A
Eメール

電 話

電 話

購入店またはお近くの弊社製品お取扱店にご相談ください。

会社休業日・土日祝祭日を除く。受付時間に変更がある場合は、
弊社ウェブサイトにてご案内します。

会社休業日・土日祝祭日を除く。受付時間に変更がある場合は、弊社ウェブサイトにてご案内します。

【個人情報のお取り扱いについて】 お客様の個人情報保護方針は、弊社ウェブサイトの「プライバシーポリシー」をご覧ください。

〒617-8511
京都府長岡京市神足上八ノ坪12
https://www.koshin-ltd.co.jp

お問い合わせの際は、
 ● 型式（下図参照） 、
 ● お買い上げ年月日、
 ● 故障状況 など
をお知らせください。
※本体または梱包箱に貼付しています。
　一部ラベルのない製品もございます。

JAN

XXX-9999-AAA-0

S/N

200110001

497177000001

型式

製品・パーツの販売についてのお問い合わせは

0120-987-386

0120-075-540
キョウトのコーシン

お問い合わせ

製品に関するお問い合わせは……お客様相談窓口へ

製品の修理に関するお問い合わせは……工進修理受付窓口へ

お客様
サポートページ▶

保証期間経過後の修理などについてもご相談ください。

保 証 期 間
※お名前

※ご住所

お
客
様

※

購
入
店

〒

電話　　　（　　　　）

〒

電話　　　　　（　　　　）

住所

店名

年　　月　　日

ダイレクト修理 ※北海道・沖縄を除く

￥
card

➀お電話または
　メールで連絡

➁修理品をお預け
　（宅配業者が取りに
　　伺います）

➂センターで
　修理

➃ご自宅まで
　お届け

➄お支払いは
　クレジットカード
　または代引き

1. 保証期間内でも次の場合は有料修理となります。
〈イ〉 不適切な使用、改造、取扱説明書に記載されている保守・

点検以外の分解や修理、弊社指定の純正パーツ以外を使用
したことによる故障または損傷、日常点検やお手入れ、
整備を怠ったことにより生じた不具合。

〈ロ〉 お買い上げ後の落下、運送等による故障または損傷。
〈ハ〉 火災・地震・水害・落雷・その他天災地変、公害、指定外の

使用（電圧、周波数、使用液、使用燃料など）や、使用環境要
因による故障または損傷。

〈ニ〉 取扱説明書に記載の用途以外の目的に使用による故障
または損傷。

〈ホ〉 本書の提示がない場合、また本書にお客様名、お買い上げ
年月日・購入店名の記入またはレシート（販売証明書）の
添付がない場合。

〈ヘ〉 本書の字句を書き換えられた場合。また中古販売にて購入
したもの。

〈ト〉 同梱付属品、消耗品の交換。
〈チ〉 車両、船舶などへの取り付けや外部要因による故障または

損傷（船舶への取り付けは弊社指定船舶用製品を除く）。

2. 保証期間内でも次のものは修理および補償いたしかねます。
〈イ〉 機能上影響のない感覚的現象（音、振動、操作感など）や

使用損耗および部品寿命による不具合。
〈ロ〉 製品の不具合や使用によって生じた直接ならびに間接の

損害。
3. 本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
4. 出張修理は対応いたしかねます（弊社指定製品を除く）。
5. 本書は日本国内においてのみ有効です。海外での購入ならびに
使用については一切責任を負いません。

 This warranty is valid only in Japan, also not covered for 
overseas purchase and use.

6. 弊社の判断により、修理に代えて同機種との交換、または同等
性能を有する他機種への交換となる場合があります。

充電式洗浄機　ガンタイプ
SJC-1820機　種 ※お買い上げ日

お買い上げ日より 1年間。ただし、1年以内 
でも累計使用時間 40時間を超えるものは除く。


